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2013阿南の夏まつり
【インタビュー】　阿南ふるさと大使

野
球
の
ま
ち
阿
南

第
１
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

決
勝
戦
　
富
岡
ス
ワ
ロ
ー
ズ
　
対
　
相
生
ク
ラ
ブ



　

夕
方
へ
と
差
し
か
か
る
日
差
し

が
黄
金
色
に
輝
く
編
笠
を
い
っ
そ

う
際
立
た
せ
る
。
10
万
個
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
圧
倒
的
な
彩
光
を
放
つ
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
ド
ー
ム
と
、
和
の
趣
あ

ふ
れ
る
等
身
大
阿
波
踊
り
竹
人
形

の
競
演
で
幕
開
け
し
た
阿
南
の
夏

ま
つ
り
。
４
日
間
で
約
９
万
１
千

人
を
動
員
し
た
。
幻
想
的
な
光
に

彩
ら
れ
た
牛
岐
城
趾
公
園
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
天
真
爛ら
ん

漫ま
ん

な
踊
り

子
た
ち
に
よ
る
酔
狂
な
乱
舞
が
祭

り
の
高
揚
感
を
い
っ
そ
う
高
め
た
。

　

今
夏
、
話
題
を
か
っ
さ
ら
っ
た

の
は
コ
ス
プ
レ
シ
ョ
ー
だ
。
ア
ニ

メ
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮ふ
ん

す

る
コ
ス
プ
レ
の
世
界
大
会
で
３
位

に
な
っ
た
経
験
を
持
つ
コ
ス
プ
レ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
Ｙ
Ｕ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
＋
」（
ユ
イ
ミ
ノ
プ
ラ
ス
）
が
、

四
国
で
初
め
て
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

を
披
露
。「
光
の
ま
ち
」
と
「
竹

の
産
地
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
新
調

し
た
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
サ
ビ

で
「
ア
ナ
ン
」
を
連
呼
す
る
新
曲

「
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」（
パ
ン
ケ
ー

キ
）
を
熱
唱
し
た
。
詰
め
か
け
た

コ
ス
プ
レ
仲
間
も
オ
タ
芸
（
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
で
フ
ァ
ン
が
繰
り
広

げ
る
独
特
な
踊
り
や
掛
け
声
）
で

応
え
る
な
ど
、
若
者
文
化
の
風
が

吹
き
抜
け
た
。

阿
南
の
　
　
ま
つ
り

2013

夏
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地
元
の
ダ
ン
サ
ー
も
熱
烈
な
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を

魅
了
。
Ｔ
ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
（
ト
ゥ

イ
ン
ク
ル
）
の
華
麗
な
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
、
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

ア
イ
カ
ネ
ア
ナ
ン
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

喜
怒
哀
楽
を
自
由
奔
放
に
表
現
す

る
ス
タ
ジ
オ
Ｍ
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
。

女
性
た
ち
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ

ン
ス
で
輝
き
を
放
つ
と
、
富
岡
ダ

ン
ス
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
若
者
の
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
が
阿
南
の
夏
を
い
っ
そ
う
熱

く
し
た
。

　

踊
っ
て
、
歌
っ
て
、
ほ
と
ば
し

る
情
熱
は
や
が
て
渦
と
な
り
、
祭

り
の
活
況
を
色
あ
せ
な
い
感
動
と

し
て
人
々
の
心
に
焼
き
付
け
て
い

っ
た
。

阿南を代表する竹（伝統）とＬＥＤ（進化）が融合
した103体が織りなす美。内側からやわらかな光を
放つ女踊りと強い光で躍動感あふれる男踊りが、特
設ステージに踊り込むように配置された。光のまち
づくり協議会のほかに、椿、福井、羽ノ浦公民館も
製作に参画。個性と手作り感あふれる作品が、見る
人の心をくすぐった。

等身大阿波踊り竹人形

新調されたコスチュームは、宇宙から光を持って現
れた生まれたてのタケノコをイメージして作られた。
胸には阿南市のロゴマークがキラリ。

コスプレアーティスト
ＹＵＩＭＩＮＯ ＋（ユイミノプラス）

阿南といえばＬＥＤと阿南丼。仕事を通じて知り得
た阿南の魅力を全力でＰＲしていきたいです。
（右側）第９期あなん光の天使の髙田真由さん。

第10期あなん光の天使に選ばれた
大久佐　彩さん（24歳・羽ノ浦町）左側

二拍子の躍動「阿波踊り」、独創的パフォーマン
スで圧倒する「ストリートダンス」、喜怒哀楽を
自由奔放に表現する「ジャズダンス」、南国情緒
あふれる「フラダンス」など、多彩でエネルギッ
シュなステージショーが阿南の夏を熱くした。ひ
と夏の祭りにほとばしる情熱をささげた人々の４
日間を写真とともに振り返る。

【阿南の夏まつり2013・フォトリポート】

ひと夏の祭りにささげた情熱
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想
が
四
賢
婦
人
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
四
賢
婦
人
と
は
「
熊
本
の
猛
婦
」
と
称
さ
れ
、
近

代
日
本
に
お
け
る
女
子
教
育
や
婦
人
解
放
運
動
に
尽

力
し
、
今
日
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
礎
を
築

い
た
竹
崎
順
子
、
徳
富
久
子
、
横
井
つ
せ
子
、
矢
嶋

楫か
じ

子こ

の
熊
本
県
益
城
町
生
ま
れ
の
四
姉
妹
の
こ
と
で

す
。

　
竹
崎
順
子
は
、
明
治
に
お
け
る
女
子
教
育
の
先
駆

者
で
、
熊
本
女
学
校
（
後
の
熊
本
フ
ェ
イ
ス
学
院
）

を
創
設
。
徳
富
久
子
は
、
近
代
日
本
の
文
豪
、
徳
富

蘇
峰
、
徳
富
蘆
花
兄
弟
の
母
と
し
て
、
女
子
教
育
に

挺
身
。
横
井
つ
せ
子
は
、
前
述
の
横
井
小
楠
の
妻
と

し
て
「
夫
は
天
下
人
で
あ
る
。
妻
た
る
自
分
も
で
き

る
だ
け
学
問
を
し
て
夫
の
名
を
辱
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
」
と
献
身
し
ま
し
た
。
長
男
、
娘
婿
と
も
同

志
社
大
学
総
長
を
務
め
ま
し
た
。
矢
嶋
楫
子
は
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
会
頭
と
し
て
、
婦
人
参

政
権
、
廃
娼
運
動
等
に
貢
献
し
、
東
京
・
女
子
学
院

を
創
立
し
、
初
代
校
長
と
な
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

　
幕
末
維
新
の
精
神
的
支
柱
、
横
井
小
楠
の
説
い
た
、

お
互
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
寛
容
の
精
神
が
、
小
楠

の
未
亡
人
つ
せ
子
と
、
そ
の
姉
妹
を
通
し
て
、
今
日

の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
へ
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
歴
史
の
尊
さ
を
改
め
て
か
み

し
め
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
㈰
は

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
日
で
す

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
、
11
月
３
日
㈷

に
告
示
さ
れ
、
11
月
10
日
㈰
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立

候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会
等

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
関
係

者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
２
日
㈬　

午
前
10
時
～

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

持
参
物　
印
鑑

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
に
必

要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

日
時　
10
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研

修
室
「
う
め
」

立
候
補
届
出
の
受
付

日
時　
11
月
３
日
㈷　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

あ
き
地
の
環
境
保
持
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

阿
南
市
で
は
「
あ
き
地
の
環
境

保
持
に
関
す
る
要
綱
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
害

虫
の
発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を

招
き
、
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者

の
皆
さ
ま
に
は
適
正
な
土
地
の
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
住
み
よ

い
環
境
保
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
き
地
の
雑
草
で
お
困
り
の
方
は

　

都
市
計
画
区
域
内
の
あ
き
地

（
遊
休
農
地
を
除
く
）
の
環
境
で

お
困
り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

図
書
館
へ

●
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
る
出

産
　
妊
活
バ
イ
ブ
ル
」
著
　
吉

形
玲
美
　
10
冊

吉
形
忠
之
様
・
ヒ
ロ
ヱ
様
か
ら

阿
南
市
立
図
書
館
蔵
書
充
実
の

た
め

吉
井
小
学
校
へ

●
金
一
封

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
図

書
充
実
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
８
月
に
熊
本
に
住
む
義
父
を
見
舞
っ
た
際
「
横
井

小
楠
記
念
館
」
と
「
四
賢
婦
人
記
念
館
」
と
い
う
２

つ
の
施
設
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　
横
井
小
楠
は
、
幕
末
に
日
本
の
進
む
道
を
示
し
た

偉
大
な
思
想
家
で
す
。
吉
田
松
陰
や
、
坂
本
龍
馬
も

教
え
を
請
い
、
勝
　
海
舟
も
高
く
評
価
を
し
て
い
ま

し
た
。
海
舟
は
小
楠
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
お
れ
は
今
ま
で
に
天
下
で
恐
ろ
し
い
も
の
を
２
人

見
た
。
そ
れ
は
、
横
井
小
楠
と
西
郷
隆
盛
と
だ
。
横

井
は
西
洋
の
こ
と
も
別
に
た
く
さ
ん
は
知
ら
ず
、
お

れ
が
教
え
て
や
っ
た
ぐ
ら
い
だ
が
、
お
れ
が
米
国
か

ら
帰
っ
た
時
に
、
小
楠
が
米
国
の
事
情
を
聞
く
か
ら

い
ろ
い
ろ
教
え
て
や
っ
た
ら
、
一
を
聞
い
て
十
を
知

る
と
い
う
ふ
う
で
、
た
ち
ま
ち
彼か

の
国く

に

（
米
国
）
の

事
情
に
精
通
し
て
し
ま
っ
た
。」（
氷
川
清
話
よ
り
）

　
小
楠
は
、
明
治
新
政
府
で
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利

通
と
と
も
に
参
与
と
な
り
、
岩
倉
具
視
の
知
恵
袋
と

し
て
大
き
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
２
年
に
保
守
、
守
旧
派
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。

小
楠
は
「
国
家
は
富
む
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
ま
た

軍
備
を
増
強
す
る
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
地
球
上
で

一
番
大
切
な
の
は
、
お
互
い
に
そ
の
立
場
を
認
め
合

い
、
お
互
い
が
お
互
い
を
許
す
寛
容
の
心
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
説
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思

～
横
井
小し

ょ
う

楠な
ん

と
四し

賢け
ん

婦ふ

人じ
ん

～

広報あ な ん 2013.09　6



　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

平
成
25
年
３
月
に
定
期
受
付
を
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
建
設
工
事
の
業
種

に
つ
い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事

が
実
施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受

け
る
べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
市
は

電
子
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
入
札
に
参
加
す
る
に
は
機
器

等
の
準
備
が
必
要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い

　

平
成
24
年
の
救
急
出
動
件
数
が

３
２
７
０
件
で
、
10
年
前
に
比
べ

１
０
１
９
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
搬
送
患
者
の
う
ち
軽

症
が
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
」「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
は

な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

迷
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
火
災
・
救
急
病

院
案
内
（
☎
22

－

９
９
９
９
）
ま

た
は
消
防
本
部
（
☎
22

－

１
１
２

０
）
へ

　

初
秋
の
候
、
市
民
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
８
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
、
阿
南
市
政
策
監
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
下
、

地
方
財
政
は
厳
し
さ
を
増
し
、
地

方
分
権
社
会
が
進
展
す
る
中
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
安
全
・
安
心
で

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
南
市
政
策
監　

西
田　

修

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
【
追
加
申
請
】
の
受
付

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記

入
・
押
印（
口
座
届
出
印
）し
、金

融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ

　　　　　　　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）は、
津波情報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報などの対処
に時間的余裕のない事態に関する情報を、人工衛星を用
いて国から送信し、市の防災行政無線を自動起動させ、
緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。
　緊急時における住民への迅速かつ確実な情報伝達に資
するよう、Ｊアラートの全国一斉情報伝達訓練を実施し
ます。旧阿南市全域の防災行政無線から試験放送が流れ
ますので、ご協力ください。
　なお、那賀川町と羽ノ浦町は、今年度のデジタル化工事完了後にＪアラ
ートの運用を開始しますので、今回の試験放送は流れません。また、気象
状況や災害の発生状況に応じて訓練を延期する場合があります。

日時　９月11日㈬ 11:00頃と11:30頃の２回（予備日10月９日㈬）
放送内容　「これは試験放送です」を３回繰り返し、
　　　　　「こちらは防災阿南市役所です」と放送します。
※緊急情報伝達のため、最大音量で放送しますので、ご注意ください。
問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）へ

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
全国一斉情報伝達訓練を実施します

9/11㈬
11：00頃
11：30頃
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「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」全国大会 2013年
10月

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る

広
報
を
始
め
ま
す

　

９
月
か
ら
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
２
社
の
自
主
放
送
番
組
で
広
報

を
始
め
ま
す
。

行
政
情
報
の
お
知
ら
せ

放
送　
９
月
７
日
㈯
～
１
日
５
回

問
い
合
わ
せ
は　

秘
書
広
報
課

（
☎
22

－

１
１
１
０
）
へ

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送

放
送
開
始　
９
月
２
日
㈪
～

内
容　
次
の
事
象
が
生
じ
た
場
合

に
文
字
と
音
声
で
放
送
し
ま
す
。

▼
国
民
保
護
関
係
（
ゲ
リ
ラ
・
航

空
・
ミ
サ
イ
ル
・
大
規
模
テ
ロ
攻

撃
等
）
の
発
表
▼
緊
急
地
震
速
報

▼
大
津
波
・
津
波
警
報
、
津
波
注

意
報
▼
震
度
４
以
上
の
地
震
が
発

生
▼
避
難
勧
告
・
指
示
発
表
等

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

英
会
話
短
期
講
座
受
講
者
募
集

日
時　
９
月
19
日
㈭
～
11
月
21
日

㈭
の
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）　

午
後
７
時
45
分
～
８
時
45
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
10
～
15
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
１
０
０
０
円
（
前
納
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
マ
リ
・
ル
ー
タ
ー
さ
ん

申
込
締
切
日　
９
月
17
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」の
策
定

　

８
月
23
日
の
検
討
会
を
経
て
、

市
内
全
域
（
14
地
区
）
で
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
で
の
話
し
合

い
等
の
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
内
容
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
定
期
的

に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－
１
５
９
８
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
の
盗
難
防
止
に
ご
協
力
を

　

駅
や
量
販
店
の
駐
車
場
な
ど
で

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
の
盗
難
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
自
転
車

の
鍵
掛
け
の
励
行
や
自
転
車
へ
の

記
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

いきいき わくわく  小さなまちから新たなるステージ！

問い合わせは 日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん実行委員会事務局

   ☎24-3750・Fax 24-3751
富岡町北通9番地　男女共同参画室分室内

第30回

いよいよ来月開催 !いよいよ来月開催 !

10月11日（金）
13:30～16:00　分科会（受付 12:00～）
18:00～20:00　交流会

10月12日（土）
  9:30～10:00　開会式（受付 9:00～）
10:00～10:30　基調報告
10:40～12:00　記念講演
12:00～13:30　昼食・アトラクション
13:30～15:00　記念シンポジウム
15:00～15:30　閉会式
場所：スポーツ総合センター
　　　  （分科会は市内公共施設）

市民ボランティア募集中！
会場案内係ほか

　阿南市の元気を発信するとともに、
男女共同参画社会の実現に向けた意
義ある大会にしようと、市民・企業・
行政の協働により準備をしてきた「日
本女性会議〈男女共同参画〉2013 あな
ん」がいよいよ来月開催します。
　全国から参加の皆さまを、まちを
あげてもてなそうと、最終の準備を
しています。
　ご協力をよろしくお願いします。

徳島新聞販売店協同組合「みつわ会」の皆さんの指導で、
ボランティアスタッフが新聞エコバッグの試作をしました。
参加者の資料袋に使用します。（8月18日）

おもてなしボランティア募集 !
大会期間中、笑顔でおもてなしをいただける方を募集します。
●１日のみの参加も大歓迎です。年齢、性別は問いません。
●阿南市をあげてのおもてなしにご協力いただける方。グループでの参加も大歓迎です。
■ご協力いただける方は、事務局までご連絡ください。詳細をご案内します。
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「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」 成功させよう !

日時　10月20日㈰　8：30～14：00
申込方法　往復はがきに氏名、住所、電話番号、希望のコー
スを記入のうえ、次のところまで送付してください。はがき
１枚につき、４人まで申込み可能です。
申込締切日　９月13日㈮　※当日消印有効
申込先　〒770－8570　徳島市万代町１丁目１番地　
徳島県教育委員会教育文化政策課　全国歴史の道会議係

●勝浦コース　
阿波遍路道／鶴林寺道・太龍寺道（勝浦町生名）
みかん畑を抜け、石畳の道をたどり、鶴林寺に向かいます。
鶴林寺から太龍寺道を下り、大井集落の手前までのコー
スです。大井集落からはバスで引き返します。
定員　100人（定員になり次第締切）
参加費　無料

●阿南コース　
阿波遍路道／かも道（加茂町）
竹林と杉林の中に丁石と石室が立ち並ぶ約 4.4㎞のコース
です。太龍寺からはロープウェイで下り、バスで引き返
します。
定員　100人（定員になり次第締切）
参加費　無料　※ロープウェイ料金1,000円は自己負担
※阿南コースは定員に達した場合、代替日を設けます。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

252件（1,578）
1人（    4）
42人（240）

救 急 件 数
搬送人員

324件（1,998）
312人（1,905）

火 災
件 数
損 害 額

1件（  15）
0千円

（32,191千円）
●阿南署管内平成25年７月分合計
　カッコ内は１月からの累計

「第12回全国歴史の道会議徳島県大会」
ウォーキング参加者募集

○第８回中・四国
　還暦軟式野球大会
　７日㈯、８日㈰

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

９月の日程

ＦＭ徳島パーソナリティ
ーの近藤公美さんが、阿
南市民の横顔を紹介！ラ
ジオを聞いてリスナープ
レゼントをGETしよう！

９月のゲスト（予定）
  5日　宝田青年会　
　　    　代表　武市篤浩さん
12日　プロミュージシャン　
　　    　西　慎嗣さん
19日　赤ちゃん訪問員　
　　    　山田美知代さん
26日　山口座木偶保存会　
　　    　座長　尾﨑文祥さん

問い合わせは
商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日 16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

開催日　９月23日㈷
競技方法　ダブルペリア方式
プレーフィ（昼食付）
・メンバー　6,000円
・ビジター　9,000円
競技参加費　2,000円
※競技終了後、表彰式
および会食を行います。
申込み・問い合わせは
阿南カントリークラブ

（☎27−1814）へ

市制施行55周年記念事業

阿南市健康ゴルフコンペ
参加者募集
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公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
積
極
的
に

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
浄

化
槽
の
廃
止
や
、
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
内
に
下
水
道
へ
接
続
し
た

方
に
交
付
す
る
「
普
及
促
進
助
成

金
制
度
」
を
拡
充
（
新
築
は
除
く
）

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
下

水
道
の
接
続
工
事
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
助
成
金
が
最
大
35
万
円

（
①
+
③
+
④
の
場
合
）
に
増
額

さ
れ
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

平
成
23
年
度
に
供
用
開
始
し
て

い
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

今
年
度
が
助
成
金
交
付
対
象
の
最

終
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
助
成

制
度
を
活
用
の
う
え
、
下
水
道
へ

の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課

（
☎
22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
25
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

証
」
を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈫　

午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
会
議
室

申
込
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

・
下
水
道
課
（
第
１
仮
庁
舎
分
室

１
階
）

・
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

・
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

 

〒

７
７
０

－

０
９
３
９　

徳
島
市
か

ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番　

㈶
徳
島

県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８

８

－

６
２
５

－

３
９
９
１
）
へ９月10日は

「下水道の日」

凡　　　　　　　例

平成23年４月１日　供用開始

平成24年４月１日　供用開始

平成24年７月１日／12月１日／12月10日

平成25年４月１日　供用開始

平成25年８月１日　供用開始

公共下水道事業区域

阿南市公共下水道　打樋川処理区
第１期計画区域（富岡地区）　80.8ha

平成25年８月１日　供用開始

工
事
は
、
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
ご
依

頼
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
下
水

道
課
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

助
成
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

連
載
㉔

〜
下
水
道
〜

■普及促進助成金制度
区　　　　　　分 助　成　金

① 供用開始日からの期間
１年以内→20万円
２年以内→15万円
３年以内→10万円

② くみ取り便所 ３年以内→５万円
③ 敷地の状況 ３年以内→５万円

④ 浄化槽の廃止（複数の
浄化槽は１基分のみ）

単独浄化槽 ３年以内→５万円
合併浄化槽 ３年以内→10万円

※工事費用が①②③の合計額に満たない場合は、その額を
　助成金額（千円未満切捨て）とします。

■平成24年度　富岡町の下水道接続状況（累計）

0.0

37.5

75.0

112.5

150.0

3 月2 月1月12 月11 月10 月9月8月7月6月5月4月

200

250

300

350

件
　
　数

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

Ｈ24供用開始
Ｈ23供用開始H24年度の接続率は

約 53％でした。

阿南市役所

富岡西高校

Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
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モ
ン
ゴ
ル
野
球
交
流
体
験
記

阿
南
市
野
球
指
導
者　

大
和 

利
弥 

さ
ん　
（
領
家
町
）

　

草
の
根
の
国
際
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

岩
浅
市
長
を
団
長
に
21
人
の
訪
問
団
で
関

西
国
際
空
港
か
ら
北
京
経
由
で
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
の
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
に

向
か
っ
た
。
機
内
か
ら
見
下
ろ
す
大
地
は
、

広
漠
た
る
ゴ
ビ
砂
漠
と
大
海
の
よ
う
な
草

原
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
大
陸

の
広
さ
を
実
感
し
な
が
ら
モ
ン
ゴ
ル
で
の

交
流
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
心
の
中
で

想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。
空
港
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
野
球
連
盟
の
理
事
長
さ
ん
と
通

訳
の
ツ
ォ
ロ
モ
ン
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
の
姿
形
は
日
本
人
と
よ
く
似

て
い
て
、
と
て
も
親
近
感
を
感
じ
た
。
空

港
か
ら
市
街
地
ま
で
の
道
で
は
、
広
々
と

し
た
草
原
と
牛
や
羊
、
馬
の
放
牧
も
見
ら

れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
建
設
中
の
建
物
や
道

路
の
舗
装
整
備
が
目
立
っ
て
い
て
、
ま
さ

に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
中
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
街
の
様
子
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
感
じ
た
。

　

朝
の
気
温
は
15
度
前
後
で
、
そ
の
日
も

す
が
す
が
し
い
気
候
だ
っ
た
。
バ
ス
で
国

立
野
球
場
に
向
か
う
と
、
約
１
０
０
人
の

モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
整
列
を
し
、

横
断
幕
を
広
げ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
野

球
教
室
は
、
元
気
の
い
い
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
体
操
の
時
も
覇
気
の

あ
る
掛
け
声
で
あ
っ
た
。
少
年
選
手
た
ち

は
大
学
生
や
上
級
生
の
指
示
に
従
い
、
規

範
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
練
習
に
参
加

し
て
い
た
。
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
か

ら
、
グ
ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
を
持
つ
と
モ
ン

ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
は
さ
ら
に
や
る
気
が

高
ま
っ
て
い
た
。
投
げ
方
や
捕
球
の
仕
方

等
、
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
と
て
も
意

欲
的
に
反
応
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
㈱
ア

ス
リ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
元
阪
急
ブ
レ
ー

ブ
ス
の
大
熊
さ
ん
と
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
西
崎
さ
ん
が
駆
け
付
け
て
く
れ

て
野
球
教
室
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
練
習
の
間
に
横
綱
白
鵬
関
も

駆
け
付
け
て
「
野
球
を
通
し
て
心
と
体
を

鍛
え
、
こ
の
中
か
ら
１
人
で
も
日
本
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」
と
、
力
強
い
エ
ー
ル
を
モ

ン
ゴ
ル
の
少
年
た
ち
に
送
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
夜
の
懇
親
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

交
流
関
係
者
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
冬
の
寒
さ

の
厳
し
い
こ
と
、
映
画
に
出
演
し
た
オ
ト

ゴ
さ
ん
は
も
っ
と
交
流
を
深
め
た
い
な
ど

…
。
ま
た
、
次
の
日
の
大
使
館
訪
問
で
は
、

清
水
大
使
か
ら
「
今
ま
で
数
々
の
支
援
を

し
て
き
た
が
、
見
返
り
の
な
い
支
援
は
し

て
は
い
け
な
い
。
最
後
の
仕
事
に
医
科
大

学
の
設
立
を
考
え
て
い
る
。」
と
い
う
夢

の
あ
る
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
の
交
流
に
参

加
し
た
意
義
を
感
じ
た
。

　
「
風
が
吹
き
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
が
笑

っ
て
い
る
」。
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
の
詩

で
あ
る
。
い
か
に
も
の
ど
か
で
お
お
ら
か

な
気
分
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
未
来
の
希
望
に
満
ち
た
国
モ
ン
ゴ
ル

に
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
持
っ
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。

⑻
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ニュースオアシス

　10月に本市で開催される日本女性会議の参加者を市の
花「ひまわり」でもてなそうと、８月７日、市民ボランティ
アや高校生など21人が新野高等学校で種まきを行いました。
　参加者は、あらかじめ用意されたポットにスコップで
土を入れ、表土から約１㎝の深さに種をまきました。ひ
まわりは成長すると 50㎝ほどになり、枝分かれして花
を咲かせます。１粒１粒丁寧に種をまいていた谷　洋明
さん（２年・新野町）は、「自分たちの力できれいに花
を咲かせ、阿南市を訪れる人々を明るくもてなしたいで
す。」と話していました。
　ひまわりはおよそ55日で開花する予定で、実行委員
会では、スポーツ総合センター入り口付近に 100プラ
ンター（400本）を設置することにしています。

400本の「ひまわり」でもてなそう
市民ボランティアや高校生が種まき

　阿南市制施行55周年を記念して「野球のまち阿南第
１回全日本学童軟式野球大会」が、８月１日からＪＡア
グリあなんスタジアムを主会場に、北は滋賀県、南は沖
縄県から24チームが参加して行われました。
　開会式では、富岡小学校金管バンドクラブの演奏に乗
せて選手が力強く入場。加茂谷若鮎クラブ主将の中西悠
人さん（吉井小６年）が歓迎のことばを述べ、富岡スワ
ローズ主将の山田真司さん（富岡小６年）が「最後まで
諦めず正々堂々とプレーすることを誓います。」と元気
よく選手宣誓しました。大会は３日間で23試合が行わ
れ、相生クラブ（徳島県代表：那賀町）が優勝、富岡ス
ワローズ（開催地代表：阿南市）が準優勝しました。

24チームが参加！「野球のまち阿南 第１回
全日本学童軟式野球大会」が開催される

　平成18年７月の開館以来、阿南駅前のシンボルであ
る「阿南光のまちステーションプラザ」の入館者が６万
人に到達し、７月26日、記念セレモニーが行われました。
　記念すべき６万人目は、初来館だという小土手　萌さ
ん（富岡小６年）。岩浅市長から花束と記念品を手渡さ
れた小土手さんは、「まさか自分が６万人目なんて思わ
なかったので本当に驚きました。」と少し緊張したよう
す。同施設内のブースで市名産の竹を生かした人形作り
を行っている阿南市竹人形伝承会理事の松﨑　孝さんは
「阿南光のまちステーションプラザでは、阿南市内で輝
いている方、頑張っている方の作品をたくさん展示して
います。来年は７万５千人をめざし、これからも来館者
を笑顔で迎えたい。」と意気込んでいました。

阿南光のまちステーションプラザ
入館者が６万人に到達

　岩浅市長を団長とする阿南・モンゴル野球交流訪問団
総勢21人が、7月24日、モンゴルの首都ウランバート
ル市の市役所と日本大使館を表敬訪問しました。
　欧州に外遊中のバットウール市長に代わって対応した
オチルバット副市長は「経済成長が急速に進む一方で人
口増に伴うごみ処理や石炭火力発電による大気汚染が大
きな問題となっている」と説明。岩浅市長は「阿南市に
は日本で一番優れた石炭火力発電所があり、最新鋭のご
み焼却場を建設している。バットウール市長にはぜひ阿
南市に来ていただきたい。」と話すと、副市長は「モン
ゴルの都市づくりは日本をお手本にしている。阿南市を
訪れたい。」と応じ、今後の交流に意気込みを見せました。

野球交流訪問団がウランバートル市と
在モンゴル日本大使館を表敬訪問
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　子どもたちにも地元の民話を知ってほしいと、８月９
日、柳島町で「お地蔵さんのお祭り」が行われ、中野島
保育所や中野島小学校の児童が「シャボン玉」などの歌
やお地蔵さんの民話についての自作の紙芝居を披露し、
また、子どもたちには地元の皆さんによってお菓子が配
布されました。
　柳島町南別当のお地蔵さんは昔、力自慢の若者が「おっ
ぱしょ（＝背負ってくれ）」との声で背負ったという民話から、
「おっぱしょ」のお地蔵さんとして長年親しまれています。
　２年目となるこの催しを主催した柳島おっぱしょ地蔵
保存会代表の伊勢敏雄さん（81歳）は、「地元の民話を
守り、語り継いでいくことは大人の義務。子どもたちが
喜んでくれてよかった。」と話していました。

「おっぱしょ」のお地蔵さん
地元の民話を子どもたちに語り継ぐ

　ＬＥＤを使ったまちづくりや野球のまち阿南の取組を
学ぼうと、東京都八丈町の山下奉也町長をはじめ、町職
員など５人が阿南市を訪問しました。野球でまちの活性
化を図ろうとする八丈町は、かねてから阿南市の取組に
関心を持ち、町議会の視察や野球観光ツアーへの参加な
どで交流を深めてきました。訪問団は、阿南の夏まつり
に参加し、阿波踊り競演や野球グッズ展示会などを見学
した後、西日本生涯野球大会の運営方法などを視察。四
国霊場第21番札所・太龍寺や、電力会社のＰＲ館など
も訪れました。山下町長は、「八丈町は、旅費や天候な
どに課題はありますが、まちの野球熱が高く、観光資源
にも恵まれています。阿南市の取組を参考に、実現可能
な大会誘致に知恵を絞りたいです。」と話していました。

東京都八丈町から視察団が来市
光と野球によるまちおこしを学ぶ

　兵庫県淡路市で開催された硬式野球の全国大会「第１
回ヤングリーグジュニア選手権大会」の中学生ジュニアの
部で、東四国支部代表として出場した「徳島阿南シティホ
ープ」が予選を勝ち抜いた16チームの頂点に輝きました。
　７月28日の決勝戦では、今まで一度も勝利できたこと
がないという強敵、全播磨硬式野球団（兵庫西支部）と
対戦。試合終盤に逆転すると、最終回は相手の攻撃を抑
えきり勝利。主将の千里卓矢さん（羽ノ浦中２年）は「優
勝は監督やチームメートの皆のおかげ。」と悲願の初優勝
について喜びを語りました。また、大会最優秀選手には
同チームの優勝に大きく貢献した横手章吾さん（阿南中２
年）が選ばれました。
　阿南シティホープの皆さん、おめでとうございます。

徳島阿南シティホープ
中学生ジュニアの部で全国大会初優勝

　７月30日、市は株式会社レーザーシステムとの間で、
建物を津波避難場所として一時的に使用できる協定を締
結しました。この協定は、阿南市内で津波が発生し、ま
たは発生する恐れがある場合、那賀川町中島周辺住民の
一時避難場所として建物の屋上部分を開放することによ
り、地域住民の安全を確保しようとするもので、約500
人の避難が可能です。屋上部分を使用できる期間は、津
波警報等が発表された時から警報等が解除され安全が確
認された時までです。
　屋上部に高さ約1.7ｍの安全柵や、社屋北側には屋上
に通じる外階段が設置されています。外階段は、普段は
立ち入りが禁止されていますが、非常時には誰でも屋上
に上がれる工夫がなされています。

那賀川町中島地区に津波避難ビル
㈱レーザーシステムの社屋屋上を利用
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ビ
ー
チ
に
映
え
る
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が

印
象
的
な
武
知
さ
ん
。
彼
女
が
ひ
と
た
び

海
に
出
る
と
、
波
を
捉
え
、
さ
っ
そ
う
と

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
操
る
サ
ー
フ
ァ
ー
に
な

る
。「
自
然
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
の
が
一

番
の
魅
力
。
幾
つ
も
の
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
県
南
の
海
の
中
で
も
、
辰
巳
海
岸

や
蒲
生
田
海
岸
は
い
い
波
が
来
る
の
で
大

好
き
。」
と
笑
顔
で
語
る
。

　

13
歳
で
世
界
大
会
に
初
出
場
、
以
来
、

ガ
ー
ル
ズ
ク
ラ
ス
の
日
本
代
表
と
し
て
４

年
連
続
出
場
の
経
験
を
持
つ
。
プ
ロ
に
転

向
し
た
高
校
３
年
時
に
は
、
日
本
プ
ロ
サ

ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
ル
ー
キ
ー
オ
ブ
ザ
イ
ヤ

ー
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
で
華
々
し

い
活
躍
を
み
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
武
知
さ

ん
に
、
市
は
「
阿
南
ふ
る
さ
と
大
使
」
を

委
嘱
し
た
。
世
界
の
海
か
ら
阿
南
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
も
ら
う
。
ふ
る
さ
と
の
海

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
武
知
さ
ん
と
の
ハ
ッ

ピ
ー
＆
ハ
ッ
ピ
ー
な
連
携
が
始
ま
っ
た
。

世
界
の
海
か
ら

阿
南
を
Ｐ
Ｒ

阿
南
の
海
に

恩
返
し
が
し
た
い

プロサーファー

武知 実波さん（19歳・桑野町）

阿 南
ふるさと大使

スペシャルインタビュー
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武
知
さ
ん
が
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
の

は
小
学
４
年
の
頃
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を
愛
す

る
家
族
に
囲
ま
れ
て
育
ち
、
多
く
の
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
を
育
て
て
き
た
父
、
和
一
さ

ん
（
59
歳
）
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
覚
え

た
。「
上
級
者
の
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
憧
れ

て
、
競
技
サ
ー
フ
ィ
ン
を
や
ろ
う
と
決
め

ま
し
た
」。
週
末
に
な
る
と
季
節
を
問
わ

ず
海
に
出
て
、
練
習
を
重
ね
た
。「
要
領

が
悪
く
て
人
一
倍
時
間
が
か
か
る
ん
で

す
。」
と
は
に
か
み
な
が
ら
も
、「
納
得
が

い
く
ま
で
や
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
性

格
で
。」
と
、
負
け
ず
嫌
い
な
一
面
を
の

ぞ
か
せ
る
。

　

ど
っ
ぷ
り
と
サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
か
っ
た

生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
学
生
と
し
て
の

本
分
は
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
。
文
武
両
道

を
掲
げ
、
何
事
に
も
努
力
を
怠
ら
な
い
姿

勢
を
貫
い
て
き
た
。
そ
ん
な
姿
を
い
つ
も

そ
ば
で
見
守
っ
て
き
た
和
一
さ
ん
は
、「
プ

ロ
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
。
で
も
、
大
学
生

に
な
っ
て
練
習
量
が
倍
増
し
た
分
、
伸
び

代
は
あ
る
と
思
う
。
世
界
の
ト
ッ
プ
サ
ー

フ
ァ
ー
の
中
心
は
20
代
前
半
。
こ
れ
か
ら

の
２
年
余
り
で
ど
れ
だ
け
成
長
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。」と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

武
知
さ
ん
に
と
っ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
が
も

た
ら
す
幸
せ
は
、
自
然
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
波
に
乗
る
以
外
に
も
あ
る
。
そ
れ
が
、

大
学
で
知
り
合
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
。

自
ら
立
ち
あ
げ
た
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
で
、

初
心
者
や
留
学
生
と
と
も
に
和
気
あ
い
あ

い
と
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
。「
卒

業
す
る
ま
で
に
正
式
な
部
に
昇
格
さ
せ
る

た
め
に
、
海
岸
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。
も
ち
ろ
ん
、
大
好
き
な
阿
南
の
海

も
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

で
プ
ロ
と
し
て
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
武

知
さ
ん
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
に
打
ち
込
め
る

環
境
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
先
生
、
友

人
の
励
ま
し
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
周
り
へ
の
気
配
り
も
忘
れ
な
い
。

　

３
月
29
日
、
記
念
す
べ
き
第
１
号
の
委

嘱
式
、
武
知
さ
ん
は
白
い
ス
ー
ツ
姿
に
松

葉
杖
を
つ
い
て
現
れ
た
。
試
合
中
に
サ
ー

フ
ボ
ー
ド
が
足
に
当
た
っ
て
負
傷
し
た
の

だ
と
い
う
。「
ち
ょ
っ
と
足
に
突
き
刺
さ

っ
ち
ゃ
っ
て
…
。
で
も
大
丈
夫
で
す
」。

気
遣
う
岩
浅
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
表
情
は
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た
。

「
県
外
や
海
外
に
出
る
こ
と
で
郷
土
愛
を

い
っ
そ
う
強
く
し
ま
し
た
。
今
の
私
が
あ

る
の
は
阿
南
の
海
の
お
か
げ
。
恩
返
し
す

る
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
。」
と
、
真
っ

す
ぐ
な
思
い
を
語
っ
た
武
知
さ
ん
。
さ
っ

そ
く
、
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
市
章
ス
テ
ッ

カ
ー
を
愛
用
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
貼
っ
た
。

そ
の
姿
は
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
っ
た
。

　

大
会
に
は
必
ず
阿
南
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

旗
を
持
参
す
る
。「
表
彰
台
の
一
番
高
い

所
で
そ
れ
を
掲
げ
、
阿
南
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」
と
い
う
。
そ
れ
を
見
た
サ
ー
フ
ァ
ー
た

ち
が
こ
う
つ
ぶ
や
く
だ
ろ
う
。「
武
知
さ
ん

っ
て
阿
南
の
人
？
」「
い
い
ね
！

」。
こ

ん
な
メ
ー
ル
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
夢
み

て
、
今
日
も
ま
ぶ
し
い
笑
顔
で
海
に
出
る
。

サーフィン歴10年。昨年度の国内ランキン
グは６位、現在の世界ランキングは56位。
めざすは世界のトップサーファー。

委嘱式の後、抱負を語る武知さん。けがのダメージを
感じさせない明るい笑顔で周囲を和ませた。

辰巳ビーチクリーン 2013

徳島大学サーフィンクラブの皆さん。言葉や文化の違いはあるけれど、
波に乗ればみんなが笑顔になれる。エンジョイ・サーフィン！イエ～イ！15　広報あ な ん 2013.09



　

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
な
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
す
れ
ば
若
者
も
安
心
し
て

住
む
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も

い
き
い
き
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
、

徳
島
県
人
で
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
や
っ
ぱ
り
「
阿
波
踊
り
」
で
す
ね
。

大
阪
で
も
人
気
が
高
く
、
阿
波
踊
り

が
き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
、
徳
島
な
ら
で

　

５
月
25
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
「
阿
南

ふ
る
さ
と
大
使
」
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

岩
浅
市
長
か
ら
４
人
の
方
々
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
市
制
施
行

55
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

ふ
る
さ
と
阿
南
の
魅
力
を
大
い
に
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
抱

負
と
併
せ
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

は
の
文
化
を
継
承
し
て
ほ
し
い
。

　

私
は
「
落
語
の
楽
し
さ
を
徳
島

に
！
」「
阿
波
踊
り
の
楽
し
さ
を
大

阪
に
！
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
大
使

を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
は
「
阿
南
市
の

素
晴
ら
し
さ
を
県
外
に
！
」
を
加
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
講
演
会
で
は
、

出
身
地
を
「
徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦

町
…
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
阿
南

落語家 笑福亭学光 さん

阿
南
ふ
る
さ
と
大
使
が
語
る

ふ
る
さ
と
阿
南

の
魅
力

55th
記念シンポジウム

市
？
徳
島
の
ど
こ
？
」
と
い
う
方
に

は
「
那
賀
川
と
い
う
川
が
あ
り
ま
し

て
…
そ
の
下
流
で
数
年
前
に
ア
ザ
ラ

シ
の
ナ
カ
ち
ゃ
ん
が
現
れ
た
と
こ

ろ
」
と
。
し
か
し
こ
の
ネ
タ
も
あ
と

数
年
。「
○
○
と
い
え
ば
阿
南
！
」

と
す
ぐ
に
分
か
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

も
の
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り
た

い
。
も
ち
ろ
ん
、
私
が
も
っ
と
有
名

に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
…
（
笑
）
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１
つ
の
こ
と
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

だ
け
で
も
世
間
の
評
価
が
高
ま
り
ま

す
。
阿
南
市
に
あ
る
物
や
名
勝
地
を

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、
阿
南
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
最
古
の
歴
史
書

「
古
事
記
」
の
冒
頭
を
飾
る
〝
国
生

み
神
話
〟
の
舞
台
が
阿
波
の
国
で
、

そ
の
始
ま
り
が
阿
南
市
長
生
町
で
は

な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

山
、
海
、
川
の
大
自
然
も
魅
力
的

で
す
が
、
私
は
や
っ
ぱ
り
「
光
」
で

す
ね
。
仕
事
で
各
地
を
訪
れ
ま
す
が
、

阿
南
ほ
ど
明
る
い
田
舎
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
東
京
ド
ー
ム
で
も
光
の
イ

ベ
ン
ト
は
人
気
で
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
光
は
人

を
集
め
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
阿
南
市
に
高
速
道
路
が
つ
な
が

る
頃
に
は
、
誰
も
が
行
き
た
が
る
よ

　

田
畑
、
川
、
幾
重
に
も
重
な
る

山
々
、
誰
も
が
懐
か
し
い
と
思
え
る

よ
う
な
日
本
の
原
風
景
が
阿
南
に
は

あ
り
ま
す
。光
や
野
球
と
い
っ
た「
変

わ
る
こ
と
」
と
、
自
然
の
「
変
わ
ら

な
い
こ
と
」
の
両
方
を
伸
ば
せ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
京
都

造
形
芸
術
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
名
物
講
師
陣
に
よ
る
「
ふ
る
さ

　

読
解
す
る
人
に
よ
っ
て
意
見
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
の
説
で
研
究
さ

れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

に
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
舞
台
に
ド
ラ
マ

の
脚
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
今
度

は
〝
国
生
み
神
話
〟
の
説
を
も
と
に

「
八
鉾
神
社
殺
人
事
件
」
み
た
い
な

ド
ラ
マ
を
書
い
て
み
よ
う
か
な
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。（
笑
）

う
な
、
そ
ん
な
光
の
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
と
、
子
ど
も
が
増
え
て
活
気

の
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
最
近
、
地
元
の
こ
と
を
知

ら
な
い
子
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
弁
護
士
、
医
師
、

野
球
選
手
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
を
集
め
て
「
夢

の
課
外
授
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
と
い
う
最
前
線
」
と
い
う
人
気
授

業
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
地
方
の
取

組
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
か

阿
南
市
が
紹
介
さ
れ
た
ら
な
、
と
思

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
が
ほ
し
い
と
い

う
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
た
ち
に
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、
私
た
ち
が
気

付
い
て
い
な
い
阿
南
市
の
魅
力
を
発

見
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ふ
る
さ
と
大
使
に
任
命
さ
れ
て
初

め
て
の
夏
。
東
京
で
も
あ
ち
こ
ち
で
、

阿
波
踊
り
の
お
囃は
や

子し

が
聞
こ
え
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
く
た

び
に
、気
候
も
人
情
も
「
あ
つ
い
！
」

阿
南
を
思
い
ま
す
。
映
画
と
、
自
分

の
著
書
の
執
筆
に
追
わ
れ
な
が
ら
、

冗
談
で
は
な
く
、
阿
南
を
舞
台
に
シ

ナ
リ
オ
を
書
け
た
ら
い
い
な
と
夢
み

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
講
師
を
選
ん

で
授
業
を
す
る
。
こ
う
し
た
手
法
も

参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

阿
南
市
の
良
さ
は
、
地
元
の
方
よ

り
私
た
ち
の
よ
う
に
外
に
出
て
い
る

人
の
方
が
意
外
と
わ
か
る
も
の
。
孟

宗
竹
、
か
も
だ
岬
温
泉
、
野
球
の
ま

ち
な
ど
、
魅
力
的
な
地
域
資
源
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

　

12
歳
ま
で
を
過
ご
し
た
阿
南
市
よ

り
委
嘱
い
た
だ
い
た
「
阿
南
ふ
る
さ

と
大
使
」
を
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
感

じ
、
背
筋
を
正
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
は
今
も
、
わ
た
し
を
支
え
て
く

れ
、
育
み
つ
づ
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
恩
返
し
が

で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
阿
南
の
良
さ
を
多
く
の
方

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿南ふるさと大使が阿南を語る

元プロ野球選手 水野雄仁 さん俳人 大高　翔 さん ドラマ脚本家 旺季志ずか さん
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あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

宇
宙
の
日
特
別
講
演
会
（
無
料
）

　

９
月
12
日
の
宇
宙
の
日
に
関
連
し
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
か
ら
講

師
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
、
最
新
の
宇
宙
開
発
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
講
演
後
、
大
型
望
遠

鏡
で
天
体
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。
参
加
者

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時　
９
月
14
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
そ
の
季
節
や
時
間
帯

に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日　

午
後
７
時
～
、
８
時

～
、
９
時
～
の
３
回

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

　音楽愛好家の皆さんがコスモホールに集結し、
日頃の研

けん

鑽
さん

の成果を披露します。バラエティーに
富んだ演奏をお楽しみください。
日時　【邦楽の部】　９月７日㈯　13:00 開演
　　　【洋楽の部】　　　８日㈰　13:00 開演
場所　コスモホール（情報文化センター）　　　
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 第６回コスモホール音楽祭

　指揮・ゲストに徳島市出身のシエナウィンドオ
ーケストラ　サックス奏者、榮村正吾さんを迎え
て初めての演奏会を開催します。
日時　９月29日㈰　14:00開演
場所　夢ホール(文化会館)
入場料　700円（小学生以上）
曲目　「スダッチ・ゴー」「あすという日が」　　
　　　「陽はまた昇る」「青春の輝き」ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ まま ブラス anan maman 演奏会
　第42回阿南市文化祭が、10月24日㈭、26日
㈯・27日㈰、11月２日㈯～５日㈫、９日㈯・10
日㈰に開催されますので、ご出品ください。

美術展作品
出品資格者　市内在住または出身で、市と関係の
深い方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～50号で、額装か表装
■洋　画…６号～50号で、額装
■書　道…半切以下で、表装か軸仕立て
　※縦額に限ります。横額は受付できません。
■写　真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑 ･工芸 ･ デザイン…1.5㎡未満、高さ1 ｍま
でで、展示にふさわしいように仕立てること。
出品点数　原則１人１点（ただし、写真、彫塑･

工芸･デザインは２点まで可）
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。

短歌・俳句作品
出品点数　・短歌…1首
　　　　　・俳句…当季（秋）雑詠２句
※短歌・俳句ともに未発表のものに限ります。
出品方法　はがきに住所、氏名、電話番号を記入の
うえ、短歌、俳句ともに９月13日㈮までに、文化振興
課（短歌係）または（俳句係）までお送りください。

出品・問い合わせは　〒774-0030　富岡町西池
田135番地1　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 阿南市文化祭　出品作品の募集

■ 夢ホールホワイエコンサート
　 ～母の教え給

たま

いし歌～
日時　10月５日㈯　14:00開演
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円
　　　（ワンドリンク付き）
※仲良しチケットは、
　２人以上20％割引、
　５人以上40％割引で
　前売りのみの取扱。
出演　小川明子（アルト）、山田啓明（ピアノ）
曲目　「母の教え給いし歌」「セレナーデ」
　　　「荒城の月」「浜辺の歌」「宵待草」ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

市内各地で開催される祭りや伝統行事を市ホーム
ページで紹介していますので、ご覧ください。
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中
秋
の
名
月
観
望
会
（
有
料
）

　

中
秋
の
名
月
に
つ
い
て
、
伝
承
や
観
察
方

法
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
大
型
天
体
望
遠
鏡

で
名
月
を
観
察
し
ま
す
。
観
望
デ
ッ
キ
で
は

小
型
望
遠
鏡
を
使
っ
た
撮
影
会
も
行
い
ま
す
。

名
月
の
写
真
撮
影
を
希
望
さ
れ
る
方
は
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時 

９
月
19
日
㈭　

午
後
７
時
～
（
悪
天

候
時
は
中
止
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

科
学
の
広
場
（
無
料
）

　

簡
単
な
工
作
を
中
心
に
実
施
。子
ど
も
向
け
。

日
時 

９
月
16
日
㈷
、
23
日
㈷　

午
前
10
時

30
分
～
、
午
後
１
時
30
分
～

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
当
日
見
え
る
星
空
と

季
節
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日
　

２
日
㈪
、９
日
㈪
、17
日
㈫
、24
日
㈫
、30
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
90

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

地
名
は
語
る

　

最
近
、
地
名
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
震
や
津
波
、
さ
ら
に
住
宅
地
購
入
に
ま

で
地
名
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
土
地
購
入
に
「
危
な
い
地
名
」

と
し
て
「
渕
」「
沼
」「
沢
」「
川
」「
池
」

「
潟
」「
谷
」「
久
保
」（
窪
）
等
は
い
ち
お

う
検
討
す
べ
き
と
の
説
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
が
地
名
に
付
く
所
は
か
つ
て
川

筋
や
沼
地
で
あ
っ
て
、
そ
こ
を
埋
め
立
て

て
宅
地
造
成
し
た
。
さ
ら
に
湿
地
に
は

「
柳
」「
竹
」「
蒲
」「
芦
」「
葭
」
等
の
植

物
が
自
生
し
地
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ち
お
う
検
討
し
た
方
が
よ
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か「
洲
」「
岸
」「
浦
」「
窪
」「
江
」

「
瀬
」「
渓
」「
井
」「
砂
」「
巌
」
等
々
も

注
意
す
べ
き
と
言
う
説
も
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
が
地
名
に
付
く
所
は

地
盤
が
弱
か
っ
た
り
雨
が
集
中
す
る
可
能

性
が
高
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
今
ま
で

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
所
か
ら
も
山
崩
れ
が

起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
名
変
更
や
も

と
も
と
あ
っ
た
地
名
に
後
か
ら
漢
字
を
当

て
た
例
も
あ
る
。
例
え
ば
造
成
地
等
で
実

際
は
平
地
で
あ
る
の
に
「
丘
」「
台
」
を

称
す
る
所
が
見
か
け
ら
れ
る
。

阿
南
市
の
地
名

　

こ
う
問
題
の
あ
り
そ
う
な
地
名
を
挙
げ

る
と
安
心
し
て
住
む
と
こ
ろ
が
無
く
な
る
。

　

地
名
は
土
地
の
状
況
を
現
し
て
い
る
。

　

阿
南
市
の
場
合
、
地
名
の
ほ
と
ん
ど
に

「
野
」「
島
」「
谷
」「
岡
」「
津
」「
浦
」
等
々

が
付
い
て
い
る
。

　

合
併
前
の
旧
町
村
名
を
列
挙
し
て
み
よ

う
。
羽
ノ
浦
、
今
津
、
平
島
、
加
茂
谷
、

大
野
、
中
野
島
、
宝
田
、
長
生
（
元
は
長

池
）、
富
岡
、
見
能
林
、
桑
野
、
新
野
、

福
井
。
例
外
は
橘
・
椿
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
橘
に
は
幸
野
、
豊
浜
が
あ
り
、
椿

に
は
燧
崎
、
椿
泊
、
楠
ケ
浦
、
蒲
生
田
等

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
大
字
、
小
字
の
地
名
を
見
る
と

那
東
原
、
浦
川
、
江
野
島
、
色
ケ
島
、
今

津
浦
、
出
島
、
中
島
、
赤
池
、
大
京
原
、

古
津
、
大
田
井
、
水
井
、
深
瀬
、
熊
谷
、

柴
根
、
大
野
原
、
南
島
、
岡
、
中
原
、
柳

島
、
横
見
（
水
）、
長
岡
、
荒
井
、
川
原
、

上
荒
井
、
西
路
見
（
水
）、
黒
津
地
、
原

ケ
崎
、
中
林
、
林
崎
、
大
潟
、
蛙
地
、
大

地
、浦
ノ
内
、内
原
、宮
ノ
久
保（
窪
）、動
々

原
、
土
佐
谷
、
楠
ケ
浦
―
挙
げ
れ
ば
キ
リ

が
な
い
。

　

以
上
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
那
賀
川
下

流
域
、
桑
野
川
流
域
、
紀
伊
水
道
に
面
す

る
地
名
の
ほ
と
ん
ど
が
地
形
を
現
し
て
い

る
。

　

同
じ
地
名
で
も
、「
堤
」「
橘
」「
船
」「
津
」

「
井
」「
堰
」「
田
」
等
は
人
工
物
で
、
自

然
の
ま
ま
の
地
名
で
は
な
い
。
旧
地
名
を

変
え
て
好
字
を
当
て
る
例
も
あ
る
。
長
生

は
長
池
だ
っ
た
し
富
岡
は
か
つ
て
は
牛
岐

だ
っ
た
。

（
終
わ
り
）

「赤」はアカ。水の古語である。
現在も舟の「アカ」（水）を汲
むのに使われている。

赤池の風景大潟の風景

「見」は「水」の字を書くこと
もあった。

横見の風景
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阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　

	

　
　

真
田
美
代
志

「
イ
ケ
メ
ン
」
の
孫
と
お
出
か
け
い
そ
い
そ
と
ス
カ

ー
ト
替
え
て
口
紅
つ
け
て

入
選　
　
　
　

	

　
　

勢
井　

恒
子

水
仙
を
押
し
分
け
株
増
す
オ
キ
ザ
リ
ス
境
域
侵
犯
庭

に
も
あ
り
き

入
選　
　
　
　
　
　

	

西
條　

悦
子

葉
ボ
タ
ン
の
巻
は
弛
め
り
軒
に
吊
る
柿
も
た
る
み
て

春
に
ま
ど
ろ
む

　
　
　
　
　
　

	

兼
任
ゆ
き
子

「
良
く
見
つ
め
心
を
歌
え
」
師
の
君
の
言
葉
は
胸
に

し
み
て
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　

	

小
野
ス
ミ
子

鋤
き
返
し
土
の
香
り
の
漂
え
る
広
き
田
の
面
に
春
の

風
吹
く

　
　
　
　
　
　

	

森　

ゆ
き
子

い
た
だ
き
し
落
雁
ひ
と
つ
口
に
し
て
抹
茶
の
緑
で
溶

か
す
真
似
ご
と

　
　
　
　
　
　

	

樫
原　

和
子

身
の
内
の
鞘さ
や

は
朽
ち
ぬ
と
母
の
声
大
我
の
愛
を
生
き

る
標し
る
べに

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

繁
木　

良
子

む
づ
か
る
児
な
だ
め
る
母
の
玉
の
汗

　

あ
の
３
・
11
の
原
発
事
故
は
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
を
超
え
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
今
も
放
射
能
漏

え
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
現
場
で

燃
料
な
ど
の
冷
却
が
で
き
な
く
な

れ
ば
、
ま
た
大

惨
事
を
引
き
起

こ
す
か
も
し
れ

な
い
の
で
怖
い

で
す
ね
。
記
憶

に
よ
れ
ば
当
時

は
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
た
食
品

が
学
校
給
食
な

ど
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
や
、
米
や
牛
肉
な
ど
汚
染
さ
れ

た
食
品
を
別
の
産
地
の
も
の
と
し

て
販
売
す
る
偽
装
・
詐
欺
事
件
も

あ
り
ま
し
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、

日
本
の
基
準
値
は
１
０
０
と
さ
れ

て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
が
食

べ
て
よ
い
と
さ
れ
る
基
準
＝
４
の

25
倍
以
内
の
物
が
流
通
し
て
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
基

準
に
つ
い
て
昨
年
９
月
に
徳
島
県

が
開
催
し
た
「
食
品
中
の
放
射
性

物
質
対
策
に
関
す
る
説
明
会
」
に

お
い
て
、
内
閣
府
食
品
安
全
委
員

会
の
久
保
専
門
官
は
「
こ
の
数
字

に
安
全
性
の
確
証
は
な
い
」
と
会

場
で
説
明
し
て
い
ま
す
。
食
べ
物

は
い
ろ
ん
な
種
類
を
毎
日
食
べ
る

の
で
、
一
つ
一
つ
の
汚
染
が
小
さ

く
て
も
累
積
す
る
と
大
変
で
す
。

そ
れ
は
、
出
費
の
繰
り
返
し
と
家

計
簿
の
関
係
と
似
て
い
ま
す
。
徳

島
県
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、

価
格
を
高
く
し

て
も
い
い
の
で

放
射
能
に
汚
染

さ
れ
て
な
い
安

全
な
肥
料
を
使

っ
た
、
安
心
な

農
産
物
を
生
産

し
て
県
内
外
へ

販
売
し
て
ほ
し

い
で
す
。
子
ど
も
の
人
生
に
関
わ

る
の
で
、安
易
な
「
食
べ
て
応
援
」

は
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
ま
す
。
い
っ
そ
阿
南
市

内
の
過
疎
地
に
被
災
地
の
農
家
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な

支
援
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

次
は
、
宝
田
町
の
西
條
誠
人
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

撫
養　

浪
路

熱
帯
夜
老
の
吐
く
息
だ
け
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

治
平

初
採
り
の
手
篭
い
っ
ぱ
い
茄
子
の
紺

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
中　

紫
扇

手
短
か
に
旅
信
投
凾
夏
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　

清　
　

利
行

背
伸
び
し
て
母
の
日
傘
を
も
ち
た
が
り

富
永　

恵
女

高
原
の
空
よ
り
青
し
七
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐　

初
枝

木
の
上
の
カ
ラ
ス
西
瓜
を
品
定
め

末
岐　

美
子

修
復
の
金
箔
涼
し
観
世
音

　
　
　
　
　
　
　
　

市
瀬　

和
子

朝
顔
に
挨
拶
を
す
る
老
の
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

史
井

打
水
を
し
て
居
酒
屋
の
灯
り
け
り

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

	

岡
本　

福
笑

軽
す
ぎ
る
亭
主
の
威
厳
ど
こ
え
や
ら

	

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

よ
く
笑
う
人
に
は
来
な
い
気
の
病

	

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

待
ち
わ
び
る
惣
菜
物
の
五
割
引

	

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

便
利
さ
に
慣
れ
た
暮
ら
し
で
弱
い
足

	

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

軽
い
口
重
い
手
足
を
も
て
あ
ま
す

468

市
民
文
芸

上中町
福本　淳さん

汚
染
食
品
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阿南市立図書館だより
９月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◆

◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 休 ☆ 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業）

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

移動図
書館車「ひまわり号」

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　14日㈯　8:30～10:00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  5日㈭ 椿 泊 漁 協 前 14:30～15:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前※ 15:00～15:30
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

13日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30
　 上 中 分 館 前 14:00～14:30

19日㈭ 山 口 分 館 前 14:30～15:00
大 潟 分 館 前 15:30～16:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前※ 15:00～15:30

26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口※ 14:00～14:30
橘 　 団 　 地 　 前※ 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※印の巡回場所は時間が変わりました。
・雨天の場合は日程を変更することがあります。

9月の巡回日程

阿南図書館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
※９月から、おはなしひろばの時間が変わり

ます。ご注意ください！
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

日　時　10月26日㈯　18:30～（開場18:00）
場　所　コスモホール（情報文化センター）
定　員　550人（先着順）
入場料　無料　※整理券が必要
整理券の配布　10月１日㈫～
阿南図書館、那賀川図書館、			 
羽ノ浦図書館、文化会館、				 
阿南市役所（１階受付案内）			 
で配布します。
問い合わせは　阿南図書館
（☎23－2020）へ

　瀬戸内寂聴訳『藤壺』、 梅田俊作絵『ラヴ・ユー・フォ
ーエバー』、くすのきしげのり作『あたたかい木』。徳島県
が誇る作家の作品をあたたかい語りと美しい生演奏にのせ
てお送りします。

市制施行55周年記念事業
あなん図書館まつり2013

大人のための絵本と朗読の夕べ
～音楽にのせて～
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。11月号の締め切りは９月30日㈪です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

徳島マンドリンクラブ　ルスティコ
第９回定期演奏会

光のまちステーションプラザ
９月の催し

日時　10月５日㈯　18:30～（18:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
演奏内容　ローラ序曲（ラヴィトラーノ）、
叙景的幻想曲「山国の婚礼」（フィリッパ）、
愛燦燦（美空ひばり）、
THE SOUND OF MUSIC メドレー、
ノスタルジー（シルヴェストリ）、
シンフォニア・パルナソス（藤掛廣幸）ほか
※入場無料・整理券不要
問 徳島マンドリンクラブ　柴田
　 （☎090－9556－6444）へ

徳島航空基地公開

　開隊55周年記念行事に合わせて、基地
公開します。皆さまのご来場をお待ちして
います。
日時　９月28日㈯　 9:00～15:00
場所　海上自衛隊徳島航空基地
内容　編隊飛行、飛行展示、航空機地上展
示、シミュレーター体験飛行など
問 海上自衛隊徳島教育航空群司令部
　 広報室（☎088－699－5111）へ

フレンズ（ジャズダンスクラブ）とハーラ
ウ・ナニ・アイカネアナン（フラ）、シー
ズ（知的障害者更生施設）によるダンスの
発表会を開催します。存分にお楽しみくだ
さい！
日時　９月15日㈰　13:00～（12:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）　※入場無料
問 浦田晴子（☎090－2780－2536）へ

さわやかな箏の音色をお楽しみください。
日時　９月１日㈰　13:30〜
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　「二面の箏と十七絃のための三つの
エスキス」、「祭花　糸遊一番」ほか
※入場無料
問 阿南中学校（☎22－0539）へ

ジャズ＆フラ
夢のダンスコンサート　
～パート６～

阿南中学校箏曲部定期演奏会

「しょうがいを100倍も楽しんで生きる」
障がいがありながらパワフルに生きる講師
の元気が出る目からうろこの講演会を
障がい者グループが企画しました。
日時　10月５日㈯　10:00～12:00
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
対象　どなたでも参加できます。
※入場無料・手話通訳付き
問 上原（☎090－2825－2692）へ

友遊くらぶ主催講演会

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　９月12日㈭、26日㈭ 13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
 　（☎088－602－0553）へ

若者の就労相談会 （予約制）

自　衛　官　募　集
募集種目 受験資格 受付締切日 試　　験　　日 待　　　　　　　遇

自 衛 官 候 補 生 18歳以上
27歳未満の方 ９月６日 ９月16日（男子）

９月26日（女子）

所要の教育を経て、３カ月後に２等陸・
海・空士に任用
陸上（技術系除く）は１年９カ月、海上・
航空は２年９カ月を１任期として任用
（以降２年を１任期）

防衛大学校
学 生

一般
（前期）

高卒（見込含）
21歳未満の方 ９月30日 １次試験　11月９・10日

２次試験　12月10〜14日
修学年限４年
卒業後１年で３等陸・海・空尉

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

高卒（見込含）
21歳未満の方 ９月30日 １次試験　11月２・３日

２次試験　12月18〜20日
修学年限６年
医師免許取得後２等陸・海・空尉

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

高卒（見込含）
21歳未満の方 ９月30日 １次試験　10月19日

２次試験　11月30日・12月１日
修学年限４年
国家試験合格後３等陸・海・空尉

問い合わせは　自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

問い合わせは　阿南光のまちステーション
プラザ（☎24－3141）へ

※初日は12:00から、最終日は15:00まで。
○ちぎり絵　　3日㈫～23日㈷
○書道展　　 25日㈬～10月6日㈰

■体験コーナー
○ＬＥＤの工作教室　
ＬＥＤを使って自分だけのすてきな
オブジェを作ってみませんか。
日時　８日㈰　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：00
参加費　500円　定員　各10人
申込締切日　５日㈭

■展示コーナー　10:00～20:00

阿波踊り活竹人形作り・星形あんどん作り開催中！
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

阿波南部シェアリングネイチャー
自然とあそぼう月例会（9～10月）

高齢・障害・求職者雇用支援機構
職業訓練生の募集

日程　 ▼９月８日㈰　10:00～12:00／河
原であそぼう（阿南市持井橋下の河原：緑
のネイチャーゲームの旗が目印）

▼10月13日㈰　10:00～12:00／森と友
達（才見町東部自然公園）
対象　小学生以上（幼児は保護者同伴）
参加費　100円
※運動できる服装で、帽子と水筒を持参し
てください。
問 阿波南部シェアリングネイチャーの会
事務局　松田（☎080－5665－1567）へ

日時　９月29日㈰　10:00～14:00
場所　新野高等学校（新野町）
内容　模擬店、バザー、授業で作成した生
徒の作品等の展示
※先着250人の方に草花苗を無料で配布し
ます。
問 新野高等学校（新高祭運営委員会）
 　（☎36－3215）へ

日時　９月28日㈯　14:30～15:30
場所　市民会館　大ホール
対象　小学生以上
演題　「はやぶさ」が挑んだ人類初の往復
の宇宙飛行、その 7年間の歩み
講師　ＪＡＸＡ「はやぶさ」元プロジェク
トマネージャー　川口淳一郎教授
※入場無料
問 阿南工業高等専門学校総務課
　 （☎23－7104）へ

募集訓練科　住環境計画科
訓練期間　11月１日㈮～平成26年４月

28日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　９月２日㈪～10月７日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　（☎088－654－5102）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　９月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、相続の手続き、成年
後見制度や後見人をたてることなどに関す
る相談
問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ

知っていますか？建退共制度

四国の右下ロードライド2013

事業主の方が、労働者の働いた日数に応じ
て掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、
その労働者が建設業界で働くことをやめた
ときに建退共から退職金を支払う制度です。
加入できる事業主　建設業を営む方
対象となる労働者　建設業の現場で働く方
掛金　日額310円
問 建退共徳島県支部
　（☎088－622－3113）へ

サイクリングで県南を巡って楽しむイベン
トが開催されます。イベント当日は、参加
車両が多数走行しますのでご注意ください。
沿道の皆さまのご声援をよろしくお願いし
ます。
日時　９月８日㈰　7:30～17:30
開催地　阿南市、那賀町、牟岐町、美波町、

海陽町
通過予想時刻（阿南市内）　
まぜのおかオートキャンプ場（スタート）
→国道55号福井町（10:00～12:40）→
県道24号線新野町→桑野交差点（10:20
～13:10）→国道195号を那賀町方面へ
問「四国の右下」ロードライドイベント実
行委員会事務局

　（☎0884－74－7356）へ

　 　
終戦当時の引揚者の方々へ

税関では、お預かりしている次の通貨・証
券などをお返ししています。お心当たりの
方は、最寄りの税関へお問い合わせください。

▼終戦後、外地から引き揚げてこられた方
で、上陸港の税関・海軍局に預けられた通
貨・証券など ▼外地の集結地において、領
事館などに預けられた証券などのうち、日
本に送還されたもの
問 小松島みなと合同庁舎内
　 小松島税関支署
　（☎0885－32－0326）へ

　 　
県総合防災訓練の実施

県南部一円を会場として県総合防災訓練を
実施します。見学無料です。ぜひご来場く
ださい。
なお、当日は訓練のため、ヘリコプターの
飛行および日和佐道路の通行止めを行いま
すので、ご協力ください。
日時　９月１日㈰　13:00～16:30
場所　旧県立水産高校（海部郡美波町）
通行止め　日和佐道路　13:00 ～ 14:00
　　　　　※迂

う

回
かい

路
ろ

をご利用ください。
問 県南海地震防災課
　（☎088－621－2716）へ

　 　平成25年度
「母と子の自然教室 in 淡路」
参加者募集

日程　10月12日㈯、13日㈰（１泊２日)
場所　国立淡路青少年交流の家周辺
対象　ひとり親家庭の親子
　　　（３歳以上中学生以下）
定員　20組（応募者多数の場合は抽選）
参加費　大人4,000円、子ども3,500円
　　　　（宿泊、保険、雑費含む）
申込方法　９月26日㈭までに電話にて。
問（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　（☎088－654－7418・7414）へ

アイデア対決・全国高等専門学校
ロボットコンテスト2013四国地区大会
観覧申込みの受付

アイデア対決・全国高等専門学校ロボット
コンテスト 2013四国地区大会が、阿南工
業高等専門学校で開催されます。四国５高
専６キャンパスのバラエティあふれるロボ
ットたちが熱い戦いを繰り広げます。皆さ
まの観覧申込みを受け付けます。
日時　11月３日㈷　12:30～16:00（予定）
場所　阿南工業高等専門学校　第一体育館
※申込方法など、くわしくは阿南高専ホー
ムページをご覧ください。
http://www01.anan-nct.ac.jp/
問 阿南工業高等専門学校学生課学生係
　（☎23－7130）へ

新野高校文化祭　一般公開

阿南高専創立50周年
記念事業

「記念講演会」
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阿波踊り体操教室

健康運動教室
ノルディック・ウオークを楽しもう
初心者大歓迎！

日時　９月13日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたのまちで
阿波踊り体操をしてみませんか

阿波踊り体操指導員があなたのまちに伺い
ます。くわしくは、お問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

ザ・男の料理教室

かもだ岬温泉イベント

日時　９月27日㈮　10:00～13:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
対象　市内在住の40歳以上の男性
定員　20人（申込順）
内容　講話と調理実習
参加費　400円（調理実習費）
申込締切日　９月18日㈬
問 保健センター（☎22－1590）へ

日時　９月１日㈰　13:00～14:30　
内容　▼「フラダンス」
　　　　レイピカケ アロハスタジオ
　　　▼「ギターライブ」藤本つよしさん
温泉とれとれ市も同時開催
地元の魚介類を直売します。
時間　10:00 ～ 14:00
９月の休館日　２日㈪、９日㈪、17日㈫、
　　　　　　 24 日㈫、30日㈪
問 かもだ温泉保養センター
　（☎21－3030）へ

集団検診のご案内

検診内容　胃がん・肺がん・前立腺がん・
肝炎ウイルス検診・大腸がん（※要予約、
検診当日以外の採便容器の提出はできませ
ん。）
検診日程
９月14日㈯　那賀川社会福祉会館
　　18日㈬　★ひまわり会館
　　 26日㈭　★ひまわり会館
10月14日㈷　羽ノ浦公民館
　　22日㈫　★ひまわり会館
★印の会場のみ歯周疾患検診を実施
受付時間　９:00～10:00
※集団検診でがん検診を受ける場合は、検
診日 2週間前までに総合健診センター（☎
088－678－7128）へお申し込みいただ
くと、問診票等が自宅に届きます。くわし
くは広報あなん７月号または、がん検診等
受診券をご覧ください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

日時　９月22日㈰　９:30～12:00
　　　（受付 9:00～）
場所　羽ノ浦総合国民体育館（アリーナ）
講師　健康運動指導士　武市美津子さん
内容　ノルディック・ウオーク教室

（講習終了後、羽ノ浦中学校グラウ
ンド～妙見山往復３㎞または６㎞コ
ースを歩きます）

対象　おおむね40歳以上の方
　　　（運動制限のない方）
服装　長袖、長ズボン、運動靴、手袋（軍手可）
持参物　上履き、帽子、タオル、飲み物、

健康手帳、ノルディック・ウオー
キングポール（お持ちでない方は
有料で貸し出します）

申込期間　９月２日㈪～17日㈫
問 保健センター（☎22－1590）へ

犬猫の避妊・去勢手術費用の
一部を助成します

受付期間　10月１日㈫～31日㈭（予定）
助成額　１頭につき5,000円
※犬は登録と今年度の予防注射を済ませて
いることが必要です。
※助成決定前に手術を受けた場合は対象外
となります。くわしくは、広報あなん
10月号でお知らせします。
問 保健センター（☎22－1590）へ

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

講話「介護予防のお話」
講師：お世話センター職員

持参物　健康手帳（無い方は交付します）

達者でおろな健康教室

問 保健センター（☎22－1590）へ

９月の日程 場　所

３日㈫
10:00〜11:30 新 野 公 民 館

13:30〜15:00 宝 田 公 民 館

４日㈬ 10:00〜11:30 中野島公民館上中分館

９日㈪
10:00〜11:30 福井町総合センター

13:30〜15:00 長 生 公 民 館

10日㈫ 10:00〜11:30 中 林 ふれあい会館

11日㈬
10:00〜11:30 那賀川社会福祉会館

13:30〜15:00 加茂谷総合センター

24日㈫
10:00〜11:30 椿 公 民 館

13:30〜15:00 椿 泊 老人憩いの家

27日㈮
10:00〜11:30 桑野コミュニティセンター

13:30〜15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

30日㈪
10:00〜11:30 大 野 老人憩いの家

13:30〜15:00 橘 町 総合センター

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

 献血にご協力ください（９月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

7日㈯ 富 岡 東 高 等 学 校 領 家 町
10：00～12：00

13：00～16：00

19日㈭
南部テクノスクール 桑 野 町   9：50～11：20

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00～16：30

※400ml献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

広報あ な ん 2013.09　24



健康いきいき情報

感染症から守るために…
赤ちゃんとお母さんの感染予防対策５カ条

９月10日～16日は自殺予防週間です
～こころの健康教室のお知らせ～

いのちの希望チャリティ講演会
「挫折からの再起～自殺予防の現場力～」

日帰り人間ドックの受診者を追加募集します

風しんウイルス、B型肝炎ウイルスなどの微生物は、妊娠中、分娩
中、産後に、お母さんから赤ちゃんに感染して、赤ちゃんに病気を
起こすことがあります。感染予防対策について、正しい知識を身に
つけておくことが大切です。

①妊娠中は家族、産後は自分にワクチンを接種して予防しましょう！
風しん、麻しん、水痘、おたふくかぜは、ワクチンで予防できま
すが、妊娠中はワクチンを接種できません。特に風しんは、妊娠
中に感染すると胎児に先天性風しん症候群を起こすことがありま
す。妊婦健診で風しん抗体がない、または抗体の値が低い場合は、
同居の家族にワクチンを接種してもらいましょう。
②手をよく洗いましょう！
特に食事の前はしっかり行い、調理時に生肉を扱う時、ガーデニ
ングや動物のふんを処理した後は手洗いを。
③体液に注意！
尿・唾液・体液などは感染源となりえます。お子さんのおむつを
扱った後は手洗いをして、家族でも歯ブラシ等は共有せず、食べ
物の口移しはやめましょう。
④しっかり加熱したものを食べましょう！
生野菜はしっかり洗い、生肉、生ハム、サラミ、加熱していない
チーズなどは妊娠中に食べないようにしましょう。
⑤人混みは避けましょう！
風しん、インフルエンザなど感染症が流行している時は、人混み
を避け、外出時にはマスクを着用しましょう。
問 保健センター（☎22－1590）へ

講話　
「ホントは怖い携帯ゲーム…メディアとこどもの発達」　
日時　９月12日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
講師　阿南保健所　所長（小児科医）佐藤純子さん

テレビ、インターネット、携帯ゲームなど…。今の子どもたちとメ
ディアとのお付き合いは、とっても長いですね。こういう世界が子
どもの大脳の発達に影響を与えて、目を合わせない、笑わない赤ち
ゃんや、攻撃的でキレやすかったり、運動不足で疲れやすい子ども
たちを育てているのです。こうした子どもたちを健やかに育てるに
は何が大切でしょうか。

講話　
「あなたの飲み方とパチンコ、大丈夫？」
～アルコール・パチンコとの上手な付き合い方～

日時　９月12日㈭　14:00～15:30
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
講師　藍里病院　副院長　吉田精次さん

ストレス解消にアルコールやギャンブル（パチンコなど）は役に立
ちそうですね。でも、実は度を超すと、体をこわしたり経済的な問
題（借金）が起きてきたりすることがあります。心の病まで引き起
こすこともあるそうです。あなたとあなたの大切な方は、このわな
にはまりかけていませんか。

映画上映　
「アンダンテ～稲の旋律～」　
日時　９月15日㈰　①10:00～　②14:00～
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演　新妻聖子、筧　利夫、秋本奈緒美、宇津宮雅代、村野武範、

正司照枝　ほか

だいじょうぶ。転んだって、いいんだよ。曲がって植えようが、転
んで植えようが、稲はまっすぐ上を向いて伸びるんだよ。千華のＳ
ＯＳを受け止め、励ます晋平との交流が、千華を徐々に変えていっ
た。

※託児室を希望される方は、９月２日㈪～６日㈮までに電話でお申
込みください。（各日先着15人で、対象は生後10カ月～８歳）

問 保健センター（☎22－1590）へ

心血を注いで築き上げた会社が倒産し、絶望のふちを歩む経験をも
とに、経営者の自殺防止運動を始めた心の軌跡を紹介します。

日時　９月７日㈯　19:00～
場所　文化会館　視聴覚室
講師　ＮＰＯ法人蜘蛛の糸　佐藤久男さん
入場料　前売券1,200円　当日1,500円
※前売券を希望される方は、徳島県自殺予防協会へお問い合わせく
ださい。
問 徳島県自殺予防協会（☎088－652－6171）へ

【阿南医師会中央病院】
募集人数　７人（男性のみ）　　
受診期間　平成26年2月13日㈭、14日㈮、21日㈮、27日㈭

【岩城クリニック】
募集人数　15人（男性・女性）　　
受診期間　平成25年10月～平成26年3月

【共通事項】
検査項目
●共通項目…問診、診察、身体計測、血液検査、便検査、尿検
査、循環器検査、呼吸器検査、消化管検査（※）、眼科検査、
聴力検査、腹部超音波検査など
●婦人科検診…甲状腺検査、子宮頸がん検診、乳がん検診
（※）消化管検査は胃カメラ検査または胃部Ｘ線検査を選択。

阿南医師会中央病院は、木曜日は胃カメラ検査のみの実施。
個人負担額　13,000円
受診対象者　
・阿南市国民健康保険被保険者で、平成25年４月１日から継
続して加入している方

・国民健康保険税を完納している（過年度分の滞納がない）世
帯の方

・申込み時、満30歳以上で、受診時、満74歳以下の方
※平成25年度に特定健診を受診された方または、特定健診を
受診される予定の方は、特定健診とドックの両方の受診はで
きません。

申込方法　はがきに郵便番号、住所、氏名、生年月日、電話番号、
国民健康保険証の記号番号、医療機関名を明記のうえ、９月
10日㈫までに郵送してください。（※当日消印有効）
申込み・問い合わせは　
〒774‐8501　富岡町トノ町12番地3　
保険年金課　ドック担当（☎22－1118）へ

入場無料
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て ひ ろば育子
９月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  3日㈫　おたのしみ会
13日㈮　敬老のプレゼント作り 10:15～
　　　　 講師：釜内哲子さん（※要予約）
20日㈮　子育て教室「ことばを育てるた

めに」10:15～ 
　　　    講師：言語聴覚士　吉良明美さん
24日㈫　お誕生会
6日㈮・10日㈫・17日㈫・27日㈮
　　　    うたって遊ぼう

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

  3日㈫　ペットボトルのおもちゃを作ろう
10日㈫　なんでも育児相談
17日㈫　おはなしのポケット
24日㈫　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  3日㈫　お話だいすき
10日㈫　作って遊ぼう
17日㈫　みんなで遊ぼう
24日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  3日㈫　みんなで遊ぼう
10日㈫　おはなしのポケット
17日㈫　子育て講座
24日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。

時間　9:30～11:30
日程　13日㈮　桑野公民館
　　　25日㈬　福井公民館
　　　27日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
3日㈫、6日㈮、10日㈫、17日㈫、
20日㈮、24日㈫
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
９月

（※＝要予約）
  4日㈬　ミュージックケア(乳児)※
  6日㈮　高齢者とのふれあい会※
  9日㈪　看護師による健康相談・発育計測
12日㈭　敬老の日のプレゼント
17日㈫　発育計測
18日㈬　ミュージックケア(幼児)※
20日㈮　午後休園
21日㈯　おひさままつり
24日㈫　臨時休園
26日㈭　お誕生会
27日㈮　おはなしコロリン
問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00
９月

　ずいぶん古い話で恐縮ですが、かつてこんなテレビＣＭがありました。
　西田敏行扮

ふん

する若亭主（もうこの時点で相当古い）が、茶の間に寝転がっている。奥
さんにお風呂掃除を促される。とたんに「今やろうと思ってたのに、先に言うんだもの
なあ～！」と西田が叫ぶ。
　人はそれぞれ自分のタイミングで物事に取りかかります。しかし、自分があまりやり
たくない事については、なかなかタイミングがつかめません。大人でもそうですから、
子どもにとってはなおさらです。宿題や学習準備、歯磨きや着替えなどはその典型です。
　そこで、子育てに関わる私たちとしては、子どもが気持ちよく物事に取り組めるよう
絶妙のタイミングを演出することが肝心です。前述の奥さんがどのような言葉で西田さ
んの行動を促したかは覚えていませんが、きっかけづくりとしては失敗です。反感を買
って、ますますやるべき事に取りかからなくなるでしょう。むしろ、今年の流行語大賞
有力候補と目される「いつやるの？今でしょ！」の方に、私は軍配を上げたいと思うの
です。	 学校教育課

－ いつやるの？今でしょ －

阿南に引っ越ししてきて子育てに関する情
報を知りたい、お友だちをつくりたいと思
われている方はいませんか。阿南ファミリ
ーサポートセンターでは、転入者のための
交流会を開いています。阿南市の保健師さ
んが来てくれますので、計測や相談もでき
ます。
日時　９月11日㈬　10:00～11:30
場所　ひまわり会館1階　すこやかルーム
問 阿南ファミリーサポートセンター
　（☎24－5550）へ

ウエルカム阿南

昨年から流行していた、風しんの患者数は
全国的に減少しつつありますが、注意は必
要です。「風しん」を効果的に予防できるの
は予防接種です。以下にあてはまる方は、無
料で接種できますので早めに病院を受診し
ましょう。

ＭＲ（麻しん風しん混合）
予防接種無料対象者
【第１期】
生後12カ月〜生後24カ月に至るまでの間
にある方
【第２期】
平成19年４月２日～平成20年４月１日生
まれの方
※第２期は、平成26年３月31日までが無
料期間です。

問 保健センター（☎22－1590）へ

平成17年度から平成21年度にかけ、接種
の勧めを控えていたことで、日本脳炎の予
防接種の機会を逃した方を特例対象者とし、
現在は公費負担で接種できるようになって
います。

特例対象者　平成７年４月２日～
　　　　　　平成19年４月１日生まれ
接種期間　20歳の誕生日前々日まで
接種回数　第１期３回、第２期１回（第２
期は、第１期の接種を終えた９歳以上の方
に接種することになっています。）
　対象年齢で未接種の方は主治医に相談の
うえ、委託医療機関で接種してください。
　なお、平成19年４月２日以降に生まれ
たお子さまは、７歳６カ月未満までが対象
期間となります。
問 保健センター（☎22－1590）へ

ＭＲ（麻しん風しん混合）
予防接種はお済みですか？

日本脳炎予防接種の対象年齢を
拡大しています

子育て一言メモ
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日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

９月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600

　8日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

15日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27−0047

16日 林整形外科 見能林町 ☎23−6060

22日 是松医院 津乃峰町 ☎27−0316

23日 玉 病院 宝 田 町 ☎23−0551

29日 松﨑内科医院 中大野町 ☎23−5778

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れて
います。（事前の電話連絡は不要です。）

９月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

４日㈬、18日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階

スポーツ施設９月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 2・9・17・24・30日

那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日

羽ノ浦総合国民体育館 2・9・17・24・30日

羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・17・24・30日

県南部総合運動公園 3・10・17・24日

　「野球のまち阿南」の歴史に新たな１ページを刻んだ「第１回全日本学童軟式野球大会」。決勝を戦った両チームの主将は「お世話になった方々に感謝したいで
す」と大会を振り返りました。勝敗に対するコメント以上に心に響いた言葉でした。うだるような暑さの中、４日間にわたり大会運営を支えてくださった少年
野球チームの保護者の皆さんには、本当に頭が下がる思いでいっぱいです。市民の皆さんの力添えがあっての「野球のまち阿南」。ゆく夏に感謝の気持ちを込め
てシャッターを切りました。（山田）
　多くの人でにぎわった阿南の夏まつり。ステージ出演者や裏方スタッフ、ボランティアの皆さんの努力で支えられており、皆さん一様に、真剣さのなかの笑
顔が本当に素敵で輝いていました。私もそんな一瞬一瞬をきちんと写真におさめられるよう、撮影技術を磨かなければと思います。（相田）

編集室の

窓

９月の相談

９月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

■固定資産税（第３期）　　
■国民健康保険税（第４期）
　納期限は、９月30日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  29日㈰  8:30〜17:00（市役所 1 階納税課）

人口と世帯数

人口 76,969人 （−19）
（男）37,103人 （−29）

（女）39,866人 （＋10）

世帯数 30,041世帯（−13）

※平成25年７月末日現在
　カッコ内は前月対比

法律相談（要予約）	 ５日㈭

時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 10 日㈫・24 日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 27 日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 11 日㈬
時 13:30～16:00　所 見能林公民館・長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 20 日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談	 2 日㈪・9 日㈪・30 日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 3・10・17・24日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 ５日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※10月の相談日はありません。
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な
い
―
。
地
域
の

期
待
を
一
身
に
背
負
う
若
者
た
ち
が
、
今
夏
も

躍
動
す
る
。

　

平
均
年
齢
35
歳
。
仲
む
つ
ま
じ
い
夫
婦
の
姿

も
混
じ
る
。
発
足
当
時
、
数
人
だ
っ
た
メ
ン
バ

ー
も
50
人
を
超
え
、
底
辺
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

代
表
の
武
市
篤
浩
さ
ん
（
36
歳
）
は
、「
み
ん

な
こ
の
ま
ち
に
愛
着
を
持
つ
若
者
ば
か
り
。
気

持
ち
よ
く
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
先
輩
の

助
言
も
あ
り
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
花
火
大

会
。
若
者
の
力
を
結
集
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
は
協
賛
金
の
お
願
い
か
ら
始

ま
る
。
町
内
約
千
軒
を
手
分
け
し
て
回
る
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
地
域
の
理
解
も
深
ま
り
、「
そ
の

思
い
を
形
に
で
き
れ
ば
」
と
期
待
も
一
緒
に
預
か

る
。

　
〝
県
南
一
〟
と
自
負
す
る
花
火
大
会
は
、
音
楽

と
花
火
を
融
合
さ
せ
た
「
音
楽
花
火
」
が
メ
ー
ン
。

小
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
人
気
の
曲
を
中

心
に
構
成
を
練
り
上
げ
る
。
芸
術
性
の
高
い
音
楽

花
火
の
迫
力
あ
る
競
演
は
、
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。

「
わ
か
い
し
（
若
者
）
が
よ
う
頑
張
っ
と
る
」
と

地
域
の
評
判
も
上
々
だ
。
花
火
大
会
が
き
っ
か
け

で
、
活
動
資
金
を
生
む
た
め
の
草
刈
作
業
を
年
配

の
人
が
手
伝
う
な
ど
、
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま

れ
て
い
る
。「
日
常
の
つ
な
が
り
は
非
日
常
で
も

役
に
立
ち
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
地
域
力
を
高
め

ら
れ
る
、
そ
ん
な
花
火
大
会
に
し
た
い
で
す
ね
」。

　
「
宝
田
」
と
い
う
地
名
は
、
宝
田
村
が
成
立
す

る
以
前
の
立
善
寺
村
の
字
地
「
保
田
（
ほ
う
だ
）」

の
「
保
」
が
「
宝
」（
ほ
う
→
た
か
ら
）」
に
改
め

ら
れ
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
老
若
男
女
が
集
う

こ
の
田
ん
ぼ
は
、
ま
さ
に
地
域
の
〝
宝
の
田
〟
で

あ
り
、
祭
り
の
に
ぎ
わ
い
を
保
っ
て
い
こ
う
と
す

る
青
年
会
の
志
は
、
歴
史
物
語
と
重
な
る
。
さ
て
、

今
年
は
ど
ん
な
演
出
で
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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We are 宝田青年会！
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